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⽩井データセンターキャンパス︓概要

IIJのこれまでのDC技術を結集し新技術を積極的に導⼊
IIJが提供するITサービス

（クラウド、NW他）の拠点
お客様のIT機器を預かる

ハウジングサービス IIJ-DC技術のR＆D拠点

特⻑
建築︓1,000ラック規模
空調︓直接外気冷却
電気︓リチウムイオン蓄電池の利活⽤

三相４線式UPS、バスダクト
グリーンデータセンター

PUE※︓1.2台（設計値）

DCサービス開始
第1期︓2019年5⽉1⽇（令和元年初⽇）
第2期︓2023年7⽉1⽇
第3期︓2026年度内予定

設計概念
松江データセンターパークで成功したことを踏襲し、ぶつかった壁、課題を超えることに挑戦

松江DCPからさらに挑戦、進化させる

※Power Usage Effectiveness
データセンター施設全体のエネルギー使⽤量 ÷ IT機器のエネルギー使⽤量

「キャンパス」にこめた思い
爆発的に増⼤するデジタルデータを集約し、新技術や新たなニーズ/新サービスに
柔軟に対応可能とすることで、新たな価値を⽣み出す場所、HUB（＝キャンパス）
にしたいという思いをこめて、名称を決定しました
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敷地内の建物

50MW（メガワット）

最⼤受電容量

サーバ棟
1期棟

管理棟

サーバ棟
3期棟

(2026年度内竣⼯予定)

約40,000㎡

敷地⾯積

サーバ棟
2期棟
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⽩井DCC仕様︓⽴地環境と建物構造

災害リスクの⼩さい下総台地。世界的に注⽬されている「INZAI」エリアに⽴地
⾦融系DCの集積地
• かつて旧FISC安全基準（60km離隔）によって、東の千葉ニュータ

ウン（⻄は多摩ニュータウン）としてDCの集積が進んだ、災害リス
クが⼩さいいわゆる「お墨付き」の⽴地

• 都⼼（⼤⼿町）から約32kmの距離に位置

下総台地とは
埼⽟県東部から千葉県北部にかかる、標⾼約20〜40mのなだらかな起
伏が続く⼤地。地層上部には、関東ローム層が堆積。活断層がなく岩
盤が強固。

建物構造
ボーリング調査結果や建屋構造（低層構造物）を踏まえ、直接基礎を
採⽤。耐震設計。PML値は6.2%。

各種ハザードマップの状況
• 5段階中 1〜2揺れやすさ
• 液状化対象外
• ボーリング調査で液状化が⽣じる地層なし判定

液状化しやすさ

• ⼟砂災害、浸⽔/内⽔はん濫の可能性は対象外
• 海岸線から約15km
• 最寄りの⼀級河川から約1.6km
• 海抜約23.8m

建物洪⽔⼟砂

• (社)⽇本建築学会の「建築基礎構造設計のための地盤調査計画指針」で
⽰される、地形種別の内、管理棟及びサーバ1期棟建設地は、「I-B
種︓台地及び丘陵地。洪積層（関東ローム）、地耐⼒は100〜
1000kN/㎡程度」に該当する

• 「直接基礎」は、地盤種別「I-B種」において、1〜3階の低層構造物に
応じた基礎形式であるとされている

• ボーリングの結果より、N値68を確認している

しも うさ
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⽩井DCC仕様︓電気設備 1/2

特別⾼圧ループ受電
最⼤50MWの受電容量を確保

⼤規模構築及びスケールアップを実現可能
最⼤50MW電⼒容量。ビジネス展開に合わせてキャンパス
内（同⼀敷地内）で拡張可能

⾮常⽤発電機
⾮常⽤発電機設置。72時間連続運転可能な燃料を常時備蓄

⽩井DCC
構内設備特別⾼圧受電設備 ⾮常⽤発電機

電⼒会社送電線網

照明等

IT⽤UPS 空調⽤蓄電池

サーバラック ファン、ポンプ等

特⾼変電設備

⾼圧変電設備

ループ受電
(常時2回線受電)

変電所

電灯盤・動⼒盤

3相4線式UPS・バスダクト給電の採⽤

• UPS出⼒（三相400V）をIT機器直前までバスダクト配電
し、単相230VでIT機器に給電

• 変圧器投資を削減、変圧器ロスを削減、送電ロスを削減、
スペースの有効利⽤

IT機器にはUPSからの⾼品質の電源
を供給。主要設備は故障に備え冗⻑
化。サーバラックまでの送電ルート
は異経路冗⻑対応

サーバ
ラック

サーバ
ラック

サーバ
ラック変圧器

＆
分電盤

UPS

ケーブル単相
200V/100V

三相3線
400V

単相
200V

単相
100V

単相
200V

サーバ
ラック

UPS

サーバ
ラック

サーバ
ラック

変圧器
＆

分電盤
不要

三相4線 400V/230V

単相
230V

単相
230V

単相
230V

バスダクト

※優先供給契約あり
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IT電⼒

照明等電⼒

IT電⼒

充電

放電 ピーク電⼒の削減による
ディマンド料⾦の低減

負荷電⼒

0時 24時

電⼒(kW)
ピークシフトによる
オフピーク時の割安価格で 電気購⼊

空調電⼒

ピークカット/ピークシフトを実現
空調⽤蓄電池としての役割に加え、ピークカット/ピークシフトを実現
空調電⼒で平均15％相当の削減を⽬指す
「動」なる電源システムへの改⾰
従来、UPS・⾮常⽤発電機の役割は、⾼品質を担保した裏⽅であった。
今後は、データセンターのエネルギーリソースとして活⽤シーンを拡
⼤させビジネスモデルの変⾰に取り組む

DCのエネルギーリソースとして活⽤

⽩井DCC仕様︓電気設備2/2 「リチウムイオン蓄電池」の採⽤

IT負荷は昼夜変動少。空調電⼒は昼夜変動⼤

受電で10.8％、空調電⼒換算で約27%のピークカット

2020年夏の実績
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20kVA/Rackクラスの冷却に対応。外気の利⽤により夏季の⼤幅な消費電⼒
削減実現を可能にするハイブリッド空調。緻密な温湿度モニタリング、各種
計測値をフィードバックした制御により、空調システムの⾼効率運転を実現

⾼負荷対応
• 1ラックあたり20kVAクラスの発熱に対応（フロア平均6kVA/Rack）

• 外気利⽤によりチラー負荷を削減、空調機器の消費電⼒を削減
• ホットアイルコンテインメント、⼤空間の活⽤、壁吹出し⽅式空調の採⽤

で、床吹出しとの⽐較で空調機の送⾵動⼒を約1/3まで削減。ラック吸込み
温度の均⼀化を図り、ヒートスポットの発⽣を防ぐ

• N+1構成を基本とした冗⻑化
• 冷⽔循環⽤ポンプ、送⾵⽤ファンは蓄電池電源により保護。商⽤電源停電

時、⾮常⽤発電機起動までのサーバ冷却停⽌を防⽌
• チラー再起動に備え、冷⽔のバッファータンクを設置

外気利⽤・壁吹出し⽅式空調

冗⻑化、停電対応

直接外気冷却をベース空調とし⾼負荷にも対応

チラー関連設備

⽩井DCC仕様︓空調

還気温度34℃

給気温度24℃

サーバ室 空調機械室

天井上
(ホットエリア)

外気取⼊部
（中性能フィルタ設置）

チラー

天井下
(サーバ室)

給気ファン

冷⽔配管

冷却コイル
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FISC安全対策基準に準拠、ニーズに応じて必要なセキュリティレベルを提供可能とするフレキシブルな設計
⼊退室ログ・監視カメラ映像を保存、⽣体認証を標準配備

オペレータに加えエンジニアが常勤

⽩井DCC仕様︓監視・セキュリティ・運⽤体制

24H365Dの対応
• ⼊退館時受付、持込・持出物検査
• ⼤画⾯マルチスクリーンでデータセンター内情報を⼀元監視
• ⼊退室ログ、監視カメラ映像の常時記録 (保存期間は1年)

• サーバラックに到達するまでに、
多段階でセキュリティ区画を設定。
サーバラックに到達するまでに、
複数のセキュリティ認証

• 必要に応じてサーバ室内にケージ
を設置可能

• 外構の形状に応じて、複数の侵⼊
検知対策を実装

• 敷地外からの侵⼊に対して、監視
カメラによる記録を残し、複数の
センサーを⽤いることで⾼精度に
検知が可能なシステムを構築

多段階セキュリティ

外周警備の充実
オペレーションルーム

• 監視端末を双⽅の拠点に設置・相互接続
• エンジニア/オペレータ技術の相互共有をしつつ、各サイトで実施

する保守点検や切り替え作業を実施

相互監視
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サーバラック
• 1.5t/ラックの耐荷重で⾼密度実装が可能
• 2700mmの⾼さがあるサーバラックまで設置可能で、様々な仕様のラックに対応（持込ラックも対応可能）
• 標準ラック

• 19インチラック
• 47U (分割ラックも提供可)
• W:700mm, D:1200mm, H:2400mm
• 電気錠対応

• 電気、通信共に異ルート配線に対応
• 配線は天井に設置されたケーブルラックを使⽤

• 作業⽤机・椅⼦、棚板、ケージナット、ブランクパネル、
作業⽤⼯具など

消防設備
• 超⾼感度煙感知器にてサーバ室内の⽕災を早期検知
• N2ガスによる⽔損が⽣じない消⽕(静⾳ヘッド採⽤)
• 電気⽕災適応の純⽔消⽕器

配線ルート

備品（貸出対応品）

⽩井DCC仕様︓サーバールーム（ハウジングルーム）

電気
• ラック当たり平均 6KVA
• 単相 230V、100V。三相4線 400V

【オプション】

免震架台追装可能

H:2700mm(最⼤)
2400mm(標準) 47U

コ
ン
セ
ン
ト
バ
ー

コ
ン
セ
ン
ト
バ
ー

W:700mm

D:1200mm IDF等

通信経路２

IDF等

通信経路１

コンクリートスラブ
耐荷重: 1.5t/ラック

電源系統２PIU

電源系統１ PIU

三相4線400V バスダクト

電気錠
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⽩井DCC仕様︓通信キャリア

データセンターと外部を接続する回線の敷地外からの⼊線ルートは異経路4ルートを配備し、また、利⽤なキャリアに制限のないキャリアフリー対応。
⾼い信頼性を確保するとともに、将来を⾒据えた余裕のある設備を配備

キャリアフリー + 4ルートの回線引込に対応
• 敷地外からの回線⼊線ルートは異経路4ルートを配備

し、⾼い冗⻑性を確保可能
• 利⽤可能なキャリアに制限なし、お客様の⽤途に応じ

た接続環境を実現

• 構内配線でIIJのネットワークサービスへ接続可能
• [インターネット] インターネット接続サービス
• [閉域網] IIJプライベートアクセスサービス

など
• IIJのネットワークサービスでクラウドへも接続可能

• IIJ GIOやIIJのSaasサービス
• IIJクラウドエクスチェンジサービス経由で他社

クラウドも接続可能

構内の複数配線経路

• 敷地内の異ルート配線に対応

ネットワーク環境の提供

4ルート引き込み

通信⼊線
ルート1

通信⼊線
ルート2

通信⼊線
ルート3

• 敷地外から完全異経路の4ルートで引込
• 引込⽅式は埋設 / 架空両対応可

通信⼊線
ルート4

棟間接続
相互に複数ルート

※図のルートはイメージです
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オペレーションや監視室、BCPオフィスとしての利⽤を想定したレンタルオフィススペースを⽤意
各種リフレッシュ施設で、⼊館者に「癒し」と「安らぎ」を提供

• ⼊館者がいつでも利⽤可能なリフレッシュルーム完備
• 仮眠室、シャワー室で深夜作業、BCP利⽤に対応
• ⾃動販売機にて飲料等を販売
• どなたでもご利⽤可能

レンタルオフィス

• 管理棟内に⼤⼩の会議室を⽤意
• お客様専⽤のレンタルオフィス⽤スペースを確保

お客様のご要望に合わせ内装等のカスタマイズが可能

メディア保管庫
• テープ等のメディアを保管する専⽤室を完備
• メディアの保管に適した温湿度管理を実施
• ⾼セキュリティレベル運⽤に対応

リフレッシュ施設

⽩井DCC仕様︓その他設備

レンタルオフィス、リフレッシュ施設を完備
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建築物
•建物構造︓地上2階(管理棟)、地上1階(サーバ棟1,2)

耐震構造（オプション︓床免震）
阪神淡路⼤震災・東⽇本⼤震災クラスでも
データセンターのサービスが継続提供可能

•床荷重︓1,500kg/ラック

監視・セキュリティ
• 監視体制︓24時間365⽇オペレーションスタッフ常駐
• 監視カメラ︓全扉及びラック架間に設置
• 侵⼊検知︓フェンスセンサー、⾚外線センサー、他
• 区画制限︓セキュリティゲート、ICカード/⽣体認証

電源設備
• 受電⽅式︓特別⾼圧ループ受電
• ⾮常⽤発電機︓ガスタービン発電機
• 発電機⽤燃料備蓄量︓ 72時間（最⼤負荷時）
• UPS設備︓N+1冗⻑構成
• UPSバッテリー保持時間︓5分間（最⼤負荷時）

通信キャリア
• 通信キャリア︓キャリアフリー
• 引込⽅式︓異経路4ルートから引き込みが可能
• 配線経路︓異経路配線が可能

防災設備
• ⽕災検知︓超⾼感度煙感知器、煙感知器
• 消⽕⽅法︓窒素ガス消⽕⽅式、純⽔消⽕器

⽴地
•所在地︓千葉県⽩井市

空調設備
• 構成︓外気 / 空冷チラーハイブリッド
• 空調⽅式︓壁吹き出し⽅式

準拠規格
• ⽇本データセンター協会(JDCC) 

ファシリティスタンダード Tier3(⼀部Tier4)
• ⾦融情報システムセンター(FISC) 安全対策基準
• ISO27001(ISMS)
• ISO14001(EMS)

⽩井DCC仕様︓ファシリティスペック
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⽩井DCC 3期棟︓概要

⾼負荷サーバ対応を念頭に、⽔冷Readyとした⽩井データセンターキャンパス3期棟を建設する
3期棟は当初分は2期棟とほぼ同等の受電容量(10MVA)にて設計。
AI活⽤の進展等で電⼒需要が⼤幅増⼤する際は受電容量を25MVAまで拡張可能。

3期棟（計画）2期棟1期棟

2026年度内
10MVA(終局25MVA)

2024年1⽉
10MVA

2019年4⽉
10MVA

竣⼯時期
受電容量

3期棟の特⻑
• ⾼負荷サーバに対応可能な外気空調システム
• ⽔冷サーバの導⼊ができる環境の整備

• 屋上に専⽤熱源が可能な設計
• サーバ室内までの冷⽔配管ルートの確保

⽩井データセンターキャンパスの歴史
• 2017年12⽉ ⾃社サービス設備収容スペースの確

保・コスト効率向上を主⽬的に千葉県⽩井市に建
設⽤地を取得

• 2019年05⽉ 1期棟開設(2023年に満床)
• 2023年07⽉ 2期棟開設(2026年に満床⾒込み)

地上3階(電気室)、地上1階(サーバ室)階数
耐震構造・鉄⾻造構造
耐⽕建築物耐⽕種別

南⻄⽅向より⿃瞰

M1棟
2019年

竣⼯
S1棟

S2棟 2024年
竣⼯

S3棟
2026年度内竣⼯

2019年
竣⼯

3期棟建屋概要
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⽩井DCC 3期棟︓特徴と⽔冷Ready設計

外気空調と空冷チラーのハイブリッド冷却⽅式に加え、AI⽤途のGPU搭載サーバなど発熱量が
著しく⾼いIT機器の収容を視野に、⽔冷設備に必要な専⽤熱源スペースや冷⽔配管ルートをあら
かじめ確保した「⽔冷Ready設計」を採⽤

専⽤熱源設置
スペース確保

冷⽔配管設置
スペース確保

緊急排⽔設備

N2ガス
消⽕ヘッド

漏⽔検知器

サーバラック発熱量増⼤
▼

空冷・給⽔・給電⽤スペースも増⼤
▼

ラック⽴架間隔を柔軟に変更できるように対応

従来型
空冷ラック

⾼負荷対応
⽔冷ラック

床下などでの⽔漏れを
いち早く検知 万が⼀漏⽔が発⽣

した場合、漏れ出
た液体を速やかに
サーバ室外に排⽔
できる経路を確保

発熱

床下構築時にス
ムーズに実装が
できるように事
前に準備

部屋の⽤途にごとに異なる荷重・階⾼要求に合わせゾー
ニングを⾏い、各構造条件に適した構造計画を実施

ラック⽴架位置に応じて、天井開⼝、
バスダクト・ケーブルラックの位置
を柔軟に変更することを想定

電気室
UPS設備

UPS拡張スペースの確保

外気冷房 IT機器の冷却に外気を活⽤
省エネに貢献
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⽩井(しろい)データセンターキャンパス
◆概要
◆⽩井DCC仕様
◆⽩井DCC 3期棟
◆今後の発展と課題
◆実証と開発の歴史
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今後の発展と課題︓地球環境や社会との共⽣

• 電⼒を多く使うことによる環境への負担軽減
→業界をあげての省エネやカーボンニュートラルへの取り組み

• 住宅地の近傍に秘匿性の⾼い施設ができることの理解促進
→学校や地域への⾒学会などの実施、防災拠点としての活⽤

■中学⽣への⾒学会開催■太陽光発電等の再エネの積極導⼊

建物屋根へ
太陽光パネル設置

1期棟︓2022年度稼働開始
2期棟︓2025年度稼働開始
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今後の発展と課題︓カーボンニュートラルに向けた取り組み

算定⽅法︓「サプライチェーンを通じた温室効果ガス排出量算定に関する基
本ガイドライン（Ver2.3）」（環境省、経済産業省）

このうち7割以上
がデータセンター
から排出

⾃社の排出を算定するScope1・2においては、
⾃社データセンターの電⼒消費が認識されるScope2排出量が98％を占める

再⽣可能エネルギーの利⽤
2030年度におけるデータセンター（Scope1,2）の再⽣可能エネル
ギー利⽤率を85%まで引き上げる
エネルギー効率の向上
2030年度まで技術⾰新の継続により、データセンターのPUEを業界最⾼⽔準の数値1.4※3以
下にする

■2022年4⽉ 松江DCP 再エネ率100%達成

再エネ
電⼒

■2023年度 ⽩井DCC ⾮化⽯証書調達

■2022年度 オンサイト⾃家発電導⼊

⽩井DCC︓350kW

■VPP（バーチャルパワープラント）参画

■IIJ単体2020年度実績（単位︓t-CO2）

松江DCP︓300kW
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今後の発展と課題︓地域貢献

https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/assets/preceding-region/3rd-teiansyo-10.pdf
https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/assets/preceding-region/3rd-keikaku-gaiyo-10.pdf

• 松江市の脱炭素先⾏地域(環境省助成事業)に共同提案者として参画中
• 役割︓データセンターに設置するバックアップ電源⽤の蓄電池を⼤型化して導⼊し、
有事の際に地域への給電を⾏い地域の災害耐性の向上に貢献する
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⽩井(しろい)データセンターキャンパス
◆概要
◆⽩井DCC仕様
◆⽩井DCC 3期棟
◆今後の発展と課題
◆実証と開発の歴史
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2010

2011

2012

2013

2014

2015

2016

2017

2018

2019

2020

2021

2022

2023

2024

co-IZmo/I Russia

IZmo ＠国内某所
研究機関に納品︓2013年

co-IZmo/I ＠Laos

実証実験（2010年）

・IZmo 実証実験
コンテナDC実証機、直接外気空調の実証
機の製作と評価
・サーバ⾼密度化

＆チラーレス化実証実験
サーバ収容効率向上によるコスト削減効果、
チラーレスでの運⽤評価、電⼒削減効果の算
出

・co-IZmo/D 実証実験
チラーレスコンテナDC実証機の製作と評価

・co-IZmo/I 実証実験
間接外気空調を搭載した拡販⽤コンテナDC実証機の製作
と評価

・電⼒ソフトウェアのPoC
電⼒予測および電⼒ピークカット制御ソフトウェアの評
価

・co-IZmo/I  v2 実証実験
連結したco-IZmo/I実証機の製作と評価。燃料電池、PV、DC-UPS の選択給電の仕組みの製作と評価

・サーバ劣化診断試験
チラーレスにおけるIT機器の劣化速度の評価と懸念事項の整理

・IT機器適応試験
各サーバベンダーと実施。チラーレスにおけるIT機器の性能の
評価と懸念事項の整理

・co-IZmo/Z 実証実験
冷凍空調機を利⽤した廉価版コンテナDCの製作と実証実験

・液浸冷却システム PoC
設置性・運⽤性の確認。空調機器との⽐較。 AI/HPC向けのGPU搭載サーバの冷却を含めて更なる利⽤の可能性検討

実証実験(PoC)

IZmo ＠島根県松江市
外気冷却コンテナ型DCの実現

データセンター構築 ⻄暦

・煙突効果を⽤いたデータセンター
煙突効果を⽤いて、サーバの排熱にて吸排気を⾏い、空調機なしで冷却に必要な⾵量を確保

・⾃動化,蓄電池,AI制御 実証実験 ☆⽩井はDC技術の開発拠点となる☆
フィジカルロボット、RBA/RPA⾃動化基盤、テスラ製リチウムイオン蓄電池、AIを利⽤した空調制御の評価

・コンテナDC破壊診断
5年⽬の実証実験コンテナを破壊し、⾒えない内部機構の診断

実証の歴史

・⽩井ワイヤレスキャンパス開設
ローカル5GやプライベートLTE(sXGP)など無線通信技術を⼀か所に集めた。お客様に体感いただく場
であり実証実験を⾏う場として活⽤

・エッジ向けマイクロデータセンター PoC
エッジコンピューティング基盤として利⽤でき、サーバ冷却⽤空調、UPS、物理セキュリティといったデータセンターに必要な設
備・機能を備えた、⼩サイズ（⾼さ約1〜2m）のデータセンターを評価

2期棟︓
・⾃動化
・グリーンデータセンター

⽩井データセンターキャンパス
@千葉県⽩井市:2019年〜
1期棟︓
・1000ラック規模
・外気冷却

・ドローンによる監視実証実験(松江DCP)
設備保守やDCの巡回警備にドローンを活⽤することで運⽤負荷の軽減の可能性を検討

・⽩井DCCの空調システムが空気調和・衛⽣⼯学会業績表彰において技術賞を受賞
外気冷房併⽤の壁吹出し空調⽅式の採⽤、建物形状・空間構成の最適化、AIを活⽤した運転制御、UPS室・電気室における置換
換気空調システム、ICT機器の搭載⽅法や気流制御等のベストプラクティスを徹底したことが評価
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特許番号：第5064538号
（取得日：2012年8月17日）

特許番号：第6153772
号 （取得日：2017年6月9日）

特許
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